
紀伊附近に於ける最近の

地震活動状況に就いて

和歌山懸立地方測候所 田 口 克敏

1.緒言紀伊宇島附近は古来地震多く，大地震津浪等に襲はれた記録が甚だ多い，

市して破壊的地震は，彼の安政元年 11月の烈震以来徐り起らなかったが，去る大正

8年頃から，紀伊北西部並に同中部地方に小地震頻設し，有田郡，海草郡及び、和歌山

市等に於て有感覚地震は， 1ヶ年150同以上に達して居る。ヨたに共の情勢を記ずに先

ち順序として，歴史的地震を列奉ずる。

1. 元弘元年7月3日(1331)干里ケ演隆起(日高郡南部町)， 2. JE卒 16年8月24日(1361)

阿波附近大震(紀州津浪)， 3. 賓永 4年 10月 4日(1707)紀伊沖の大震(紀伊津浪)，

4. 安政元年 11月 5日(1854)組伊水道南方の大震(紀伊津浪)，. 0明治以後(強震以上)，

1. 明治 32年 3月 7日(大和南部或は熊野灘とも云はる〉。同 35年 3月 1日(紀伊中部)，

同 37年 10，)3'7日(紀伊東部)， 同 39，年 I月 12日〈紀伊東部)， 間無 5月長日:(記伊

東部)， 大正元年 9月 29日〈紀伊北部)， 同 13年 8月、13乙日，(紀伊中苛O. 昭和 2.~rF 1，2; 

月 2日ぐ湯浅潜入 問 4年 11月 20日(有田川下流〉。

2. 地震国敷の箆遷 1.和歌山と潮岬との〈雨測候所創立以来)年々の地震観測同

数(人煙有感〉を掲くれば，ヨたの通りである。

第 1表和歌山の地震観測同数

年明治 13 14 15 16 17 18 19' 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 3031 

同童文 6 6 10 15 26， 18 21 13 16 13 9 25 19， 18 24 23 26 33 ，26 
大IE

年明治 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 2 

同数 39 28 13 26 24 24 24 27 21 25 2~ 9 28 25 13 

年大正 3 4 5 6 7 8 '9 10 11 12 1~ 14 1~ 昭2和 3 4 5 6 主 8 

回数 17 162221 11 17 104 154 100299 195201 14s 142 115 118 142 120 111 133. 

〔備考〕 大正 9年以後は紀州附近以仲に獲した地震を除く。

第 2表潮岬の地震観測同数

年大JE 6 7 8 9 10 '11 ，12 13 14 15 昭2和 3 4 5' 6 7 8 (備考〕紀州以外に

同数 ，6 4 3 5 3 6 12 14 7 10 3 2 8 4 8 1 3 護したる地震も含むo

以上の表に示す如く，和歌山に於ける地震同教は，大正9年以前に於ては， 1年 20

同内外であったが，大正9年から一躍 100同を突破し，大正 12年には 299同の多き

に達し，共後幾分下り坂となって居るが，現在も依然 1年 120同内外で?ある。潮岬K

於ては，極めて少し大正 6年から現在迄 1年 6同内外の欣態iを縫績し，共の中で，

大正 13年が最も多く，年 14同であった。(第 1園参照〉

(139). 
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二 2. 和歌山脇下郡市別地震同数，和歌山膝下に於ける管内観測に係る，地震観測同I

数(人鰻有感〉は弐の通りである。

第 .3 表

瓦V土?¥大E 15 昭手口 2 3 4 リv 6 7 8 平均14 

一
和歌山市及海草郡 210 148 142 115 118 119 152 124 171 144 

有 田 郡 133 140 137 236 1.57 167 131 157 181 160 

=日 高 君E J22 94 90 114 60 77 62' 66 73 84 

西 牟 婁君l~ 15 16 25 18 19 14 15 '8 10 16 

東 牟婁 郡 .8 。11 9 -'8 1" 8 8 6 6 14 -9 

那賀及伊都郡 12 '4 7 4 3 9， 7 .3 8 6 

以上の表に示す如く，年々多少の愛化はあるが，有田郡に最も多く， 1年:平均 160

同の多きに達し，ヨたは和歌山市及び海草郡の 114同，又東牟婁郡は最も少し 1年僅

に9同を示して居る。猶ほ最近和歌山膝下に於ける有感地震の月別議生同教を調べて

見れば、次の通りである。

第 4 表

て140))



以上の表に示す様に和歌山殿下に於て除，現在毎年300同内外の地震を後生してゐ

る。

. 3. 地震同教の年及び、日分布 和歌山地方の頻欝匝震の年及び日分布の欣態を知る

震め，和歌山に於て初期微動 10秒以内の人躍有感地震 866同〈昭和 2年一8年〉に

就て調査した結果は弐の通りである。

ぷバ竺 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

一
1-'  3 8 8 8 2 6 2 10 6 7 2 6 4 69 

3-5 11 7 5 .7 8 8 6 9 4 8 4 ]2 89 

5-一一 7 9 7 11 9 7 4 8 7 8 3 7 9 89 

7一一一 9 6 8 10 3 3 O 6 8 1 3 5 7 60 

9一一-11 ・2 6 4 3 5 3 6 5 1 10 4 8 57 

11一一一 13 6 6 2 7 7 3 7 8 9 2 6 10 73 

13一一一‘15 7 11 3 12 6 6 6 2 4 6 5 6 74 

15一一一 17 4 3 4 8 2 3 2 5 4 6 5 4 60 

17一一一 19 8 10 6 .5 2 3 6 1 4 2 4 5 56 

19-' 21 6 13 9 7 6 4 4 4 6 7 7 8 81 

21一一-23 9 3 1主 7 4 7 9 6 11 4 I .'~ 11 90 

23一一一 1 5 8 6 3 6 5 7 2 3 9 3 11 68 

之口』 計 81 90 79 73 62 48 77 63 62 62 64 105 866 

，以上月々の各2時間の同教を，先づ時刻に関して平滑し，更に之を月に就いて千

滑し，第2固を得
第 2園 地震同数分布
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此固に依うて見

れば和歌山附近の

地震の分布は，冬

期に最も多く，且

つ冬期は夜間に，

夏期は挽践に最も

多い，又初夏の午

前 (7-11時〉と

初夏から初秋迄の

午後ー(15-19時〉

に最も少い様であ

る。



3，・震源1.震央分布現在頻設し:て居る紀州西部ρ地震は，極めτ局後性のもの

で，多くの場合近涛府豚測候所の微動計でも測定し難い程度のものである。故に震央

の分布を窺知する~め，大正 13 年から昭和 8 年-に至る問に起った著しい地震に就き

第 3 悶‘ 紀州"'f;!i島;西部震央分~Ij固a 気象要覧並l亡

(但大正 13年至昭和 8年額著述震〉 近隣各測候所:

の観測成績に

依って震央を

求め之を記入

して第3闘を

得た口

固に示す通

り，最近紀州

附J近に於て地

v.tl 震の頻設する

:f;!f!.域は1，有国
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流紀和図境，

紀伊水道東部

及び、和歌山附

近等で，熊野

灘方面に起る
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である。

2. 震源の深さ 最近数年間の強震に就いて求められた震源の深さはigたの通りで

ある。

年 月 日 時 分 震度 5厚烹之雪、 央 震深源のさ 計算者

昭和 2" 12 2 15 55 Y 
揚記日高利控JII岡上境室流

]9 粁 著 者

4 7 4 5 2 W 2i 相月 橋

4 11“ 20 15 54 Y 有田川下流 4 11 

8 7 29 1 43 w 由良湾 26 グ

~上敷例に過ぎないが，震源の深さはすべて割合浅い様である。

4. 地震と潮汐との関係 1.地震と潮汐和歌山地方に設する地震が干潟潮時と密接

な関係を有して居るらしいので，地震の護震時刻と潮汐時との関係を，昭和 3年から

同 5年に至る 323同の有感莞地震に就て調ぺて見た。議震時は和歌山測候所に於け

(142・〉・



るもの又潮汐時は同附近の下津験J判所に於けるものである。

期 候・ 設震同数

満期時の

5時間前 9 

4・時間前 27 

3時間前 26 

湖 、候

満潮時

. 1時間後

2時間後

3時:i]後

護震同教

41 

16-

、'18

29 

前去に依れば、，此の地方の担震は，.'1高

潮時と干潮時とーに最も多く起つアてゐる，

以上の関係を考察するに，満干潮時にほ

地面に加へられる座力が最大又は最少と

なる時17，斯る時に於て地震が頻護，しでも

ゐるおiで¥ある。
2時間龍 25 .. 4時間後 3壬
1時間前 20 5 Il寺間後 白‘2jア

干潮時 51 
， . 

2. 地震と月齢 潮汐は月齢と密接なー

関係があるから和歌山附近に頻設する地

震に就て，大正 ]3年から昭和 4年迄

894同の有感地震を j月齢に依りて夫々分配し七見た。

;震同2劇料昨叫叫山13ドM件山4ギ~13中13ド3;4:1llド同件4科~13

10 

第 4国 月齢に依る地震同教の分布 以上の地震同数を千滑、

して拙いたものは第4闘ー

であるが，之れに依ると

きは，和歌山地方の地震

は月齢に従ひ著しき差が

あり，月 1~冷 '2 ， 9 ， 18，25 

の附近に最も多く，月齢

7， 1-;1， 2]， 30の頃に最

も少い。而して従来各地

に於ける月齢に依る分布
1 

2，.， ， 8 111 IZ 坤 lι 1'6 20 22 争 2;; 均 J，' と大鰐似てゐるが，多少

A鈴→ -，異ワてゐる様である。、

5. 結尾 以上記した如く，紀州地震の活動は最近著しいものであるが，活動の地a

域を大別し，共の大勢並に特性を記し本文を移ること与する。

1. 和歌山附近 大正8年末以来頻設して居る地震は，現在猶ほ年1戸O同内外の有

感地震を議してゐるo .ulの地域の地震群は極めて小規模の局設地震で，多くの場合よ，-

震央から震域は 10粁以内に止まって居る。又此の地方、の地震は地鳴を伴ふ事が多、

く，昭和8年中の調ぺに依れば，総数ο405ばは地鳴を伴って居た。治ほ此の地方は J

起震力が極めて旺盛で，暫時共の活動が弱るときは共の以後に於て比較的強大なる地

震を鼓した例が屡々ある。

顕著なる地震 1.大正 13年 2月 20日 20時 01分の強震，電燈治・え，棚上の

もの落下， ，2.昭和 5年 2.月， 11 .日 9時 12分の強震p 土塀崩壊土地鑑裂，同 6.年

く143) 



12月 23日 19時 52分の強震，電燈治ぇ，棚上のもの落下。

2. 有国，日高川流域，有田川河口附近から共中流及び日高川上流を経て大和南部

に通宇る地帯では，従来屡々大小の地震が起って居るが，去る大正8年頃から特に有

田川中流域に微震が頻設し，又紀和図境並に有田川流域には敷同の強震があった。共

の顕著なるものは弐の通り。1.大正 13年 8月 13日 3時 19分紀和図境強震，

地割，石垣崩壊，‘屋根瓦墜落 2.昭和 4年 7月 4日 5時 2分日高川上流強震，

山上より岩石落下 3. 同年 11月 20日 14時 54分有田川下流強震，土地鑑裂，

土塀，石燈龍倒壊。

3. 紀伊水道 紀伊水道を北々東一南々西に通宇、る地帯，印ち和歌山勝、の有国，日

高，西牟婁郡の沖合に於ては，従来屡々大小の地震が起って居るが最近に於て顕著な、

るものは-:sくの通りである。1.昭和 2年 12月 2日 15時 55分湯浅i警の強震土地

鑑裂，土塀墓石，轄倒 2.同 3年 7月 7日 17時 40分紀伊水道中部の強震，

四図，及山陽にも感宇， 3.同 8年 7月 29日 1時 44分由良i警の強震四園山陽に

でも感十。以上の中で昭和 2年 12月 2日湯浅潜の強震の際には有田郡下に於て井

戸水の減水を起したる家が 10数戸に上れ叉昭和4年 11月 20日有田川下流の強

震の際には，日高郡志賀村に於て， 20数戸の井戸が減水した。

4. 護震の機巧三えに紀伊牛島附近の地震の護震機巧を考察するに営り，先づ第ー

に注目すべきは，紀州、iに於ける地質構造で，太古暦から第 4紀暦に至る各屠が存在

しF 殊に太古，古生，中生の三大地暦は東西の走向を有し，九州四図を経て，紀伊宇

島に硯はれ更に東海道に連って居る。此の南日本を走る一大地唐系統が，紀伊宇島の

南端紀伊水道並に伊勢湾に於て陥淡して居るに拘らや，一方に急:1竣ーなる牛島の山桑を

形成して居ることは，此の地唐の生成後，地盤の隆起が極めて旺盛であった詮擦で，

雨端の沈降と相{突って，此の半島附近t在地殻の弱線を構成したものと考へられない事

も友い0又温泉が牛島の中央から恰かも放射欣に賄在し，和歌山勝下に湧出すると、

と 10飴ケ所に達し，中にも牛島の中央部にある湯峰温泉の如きは現在猶ほ 100度

に近い高熱を保って居ることは，地質的活動の徐勢猶ほ旺盛なるを詮ずるものであら

う。

而して近時活動しつ Lある紀州西部の地震地帯は，太古，古生，中生の各唐が恰も

寄木細工の如く並列し，震央が各地層の境界線附近に多数存在する庭から考察して見

てもJ是等の地質構造に密接な関係をと有する事が判る。忠ふに現今活動しつ Lある紀

州西部の地震の護震機巧は紀伊宇島の地質構造並に紀伊水道の構造に深厚た関係を有

するものであらう O 、司 (昭和9年7月〉

丈獄

中村左衛門太郎 和歌山県芸西部白地震と気墜との闘係に就いて〈気象集誌〉大正 11年 10月"

e須田暁次近畿地方の地震(市中戸新聞〕同 13年 9月， 田口克敏紀伊宇島西側の地震に就

・て(海と空〉同 13年 10月， 棚橋嘉市 昭和 4年 7月時 4日紀伊宇島中部の地震に就いて

C 14-1:) 



(同〉昭和 4年 12月， 同 和歌山懸日高郡に於ける井7J¥.71¥.{立の愛イヒに就¥."て(同〉同 5年

1月，グ 5年 2月， 同 昭和 4年 11月 20日和歌山 1原有田川下流の地震に就いて(同〉

同 8月， 同 昭和 8年 7月 29日紀伊由良附涯の地震に就いて(同〉同 9年 6 月，

中央気象憂気象要覧(大lE13年一昭和 8年〉 和歌山測候所和歌山:腕地震調査報告:C第

1競一第 15披〉大1E13年一昭和J9年。

長野F幌北安曇郡中土村の地元二り

松本測候所技手大久保久喜

北安曇郡中土村の地とは昭和 9年2月中句より始まり火第に増して 4月に至って

被害甚大となったが，時i合も積雪のため融雪を待ちつ Lあったが， 6月 12日長野測

候所長梶間技師の同地視察の報に接し，小職も命に依り筒技師と同行し被害欣況を調

査するの機合を得た。以下は共の寅地踏査の概要であって潟震は同技師の撮影に依る

ものである。

最近の地と 中土村は北安曇郡の北端にあわ北は新潟螺西頚城郡に界する。同村

に二渓流ありーを中谷川，ーを土谷川と云ふ，南西部にl吃立する立山 (939米〉を介

して何れも北東より南西に流れ姫川に合して糸魚川に至る。今岡の地とは中谷川下流

援孝弘 fヘ¥
崩i脅直宮司科勤 Z五亀税法降匡ま或
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の沿岸にある。

同地は第三紀の新居

に属する軟弱な司る粘土質

で，軽微の地とは例年四

季を通じて降雨降雪毎に

綾出する。既往の地とに

就ては記録に明かでない

泊三， ノ

(1)25，6年前宇坂部

落に地とあり。

(2') 10年前新屋敷部

落に地とあわ民家

は中谷川の封岸に移

f主ず。

(3) 昭和 2年清水山

上部落に地とあり人

家8戸被害あり。

(4) 昭和 7年山入部


